











うな問題に対して，若干の考察を試みることにしたい。   





なければならないだろう。じじつ，－，二にとどまらず，〈統一科学〉 という  
ような思想＝学問運動がこれまでにあった。アメリカでは，科学哲学・分析哲  
学の領域で，この 〈統一科学〉（uni点edscience）の動向があった（1）。科学哲学  
や分析哲学の場合，理念的なもの，理想的なものといったおよそ価値にかか  
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わる事柄に対しては，少なくともその初期においては無関心であり，あるいは  


































を包み，乗り越えるのである。   
この事例によっても分かるように，まずもって，学問（科学）は細分化・専  
門化のあげくのはてに，再統合へと向かうものであることが認められよう。こ  














月22日ドイツ語で第1回草稿を書き上げた「神学と人間学一一 つの矛盾－  




諸学（科学）の試みであるとみなすことができる。   
〈神人学〉 という表現はやや奇異な感をあたえないでもない。それは在来の  
神学と人間学とを批判することを通して，滝沢独自の統合学の理念を打ち出し  















ある（5）。人間をこのような意味での 〈事実存在〉 と見ないフォイエルバッハに  
は，罪や死の問題は痛切な問題とならなかった。   
カール・バルトは，このような意味での人間の事実存在，聖なる神人の統合  
を，〈インマヌエルの原事実〉 と呼んだ。それは根源的出来事（根源的歴史）で  
あり，これなしにはこの世界において何事も生起しない（6）。それは 〈太初の  
言〉（「はじめに言葉ありき」ヨハネ伝1－1）である。滝沢のこのような視座から  
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すれば，諸学（科学）の事実も，学的認識も，その対象としての全人も，この  
〈太初の言〉 なしには生起しえないといわかナればならない。   
しかしまた，滝沢は人間学に対する，在来の神学をよしとしているのでもな  
い。かれは聖書やナザレのイエスをも含めて一切の歴史内的・史的形態による  
囚われを排除する。カール・バルトは〈インマヌエルの原事実〉 に依ることに  
よって，このような囚われから自由となった。しかし，そのバルトにしてなお，  













おいての神への人間の応答であるといえようが，さらに 〈純粋〉 という語を冠  
して，〈純粋神人学〉 というのはなぜか。〈純粋〉 とは，おそらく在来の神学の  
枠組みを脱却し，滝沢のいおうとする自由にして創造的なホリゾントにおいて  
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かう」のであるといわれる（9）。すでに引照された〈太初のロゴス〉がバルトの  




いわば〈純粋に（＝根源的に）神学的に思惟する〉 ことを試み，これを 〈純粋  









〈純粋に神入学的に考える〉 ということが生起するのである。   






としている点を，挙げなければならない。これを逆にいえば，滝沢のいう 〈イ  
ンマヌエルの原事実〉 に立ち，〈太初のロゴス〉 にもとずくのであれば，他の  
諸宗教や人々や事物との真の対話が可能となることを期待できる，と言わなけ  
ればならない。ここに，比較思想・比較哲学・比較宗教の根源的な一つのあり  
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方を見ることはできないだろうか。   
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ように端的にそこに存在する（川」のであり，「各瞬間ごとに，人間は端的にそ  
のように決定されている（1句」のであるとい う。かえって，「最も本来的な意味  
での物（摘」がなんらかの段階でどの程度に主体化されているかによって，人間  
自身がそれであり，かつ，それであり続ける事実的存在なるものが決定される  
（むしろ決定されている）のである。このような一種の根源 〈物〉 性とその主体  
化の考えは，滝沢が〈創造的進化〉 と呼ぶものであると考えられる。このこと  
から，「人間が他の生物やまた他の生命のない物体よりもより高い，などとい  
うことは決してない（用」という結論が導かれてくるのである。これは，ある意  






とと同様，明白なのである。   
以上のような基本的な考えをたずさえて，滝沢は，やや具体的にこの〈純粋  
神入学〉 の構想に入っていく（絶筆であるがゆえに，あとさらなる詳述を期待しえ  


























（2）「純粋神入学はあらゆる経験科学の方法の心なのである。」（上点筆者）佗わ   
現在，理論物理学の領域において，〈宇宙論〉 なるものがかまびすしい。宇  
宙の発端とその行方などがむしろ哲学的な色彩を帯びて論議され，〈ホーキン  
グ現象〉 などというフレイズまで造られるにいたっている。そのような分野に  
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科学的研究にも人間的なもの，結局は，究極的に人間的なものが，その背景に  











（それはさらに第二批判＝実践哲学，第三批判＝美学・目的論にまで拡大されて考えら   
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らば，一つの可能性は 〈即の論理〉 であるということができるであろう。この  
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注（1）ノイラート（Otto Neul・ath1882－1945）はきわめて広範囲な学問分野に関心をもち，濯済学・  
社会学・政治学・科学史・科学方法論等の諸領域にわたって研究成果を挙げ，一種の百科全書遥   
動として〈統一科学〉 運動を提唱し，「国際統一科学エンサイクロペデイ」（lnternationalEncyc・   
lopedia of Uni鮎d Scienee）刊行を開始した。（ただ哉初の2巻のみで終わった）かれは科学哲  
学・分析哲学者として，ヴイーン学田の指導者の一人でもあった。  








（6）同 268頁。  
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